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は頭部の長さ、高さの指数（length-height index of head）、また頭部の幅高指

































































































































































































































































































































































見された化石で、長さ7.1 cm、幅4.6 cm、幅5.3 cmの二つの肩がついているもので、南方稲
作の文化圏に多く出土される。
注４、銅鼓は、青銅でつくった太鼓のこと。清・屈大均撰『広東新語』巻15「貨語・銅」によると、
広西右江流域古壮族の居住地に銅の産地があり、地面を一尺ほど掘ればすぐ銅があると記録さ
れている。故に蛮人は好んで銅器を作るという。『後漢書』巻54「馬援伝」には「馬於交趾得
駱越銅鼓」の記録があり、その唐・李賢注には「裴氏広州記曰、俚獠鋳銅爲鼓。鼓雅高大爲貴、
面闊丈餘。初成懸於庭、剋晨置酒招致同類。来者盈門豪富子女、以金銀爲大釵、執以叩鼓、竟
留遺主人也」とある。後漢時代からすでに幅丈ほどの大きな銅鼓が作られていた。しかも金持
ちの象徴として祭儀の時に使われた。また『隋書』巻31「地理志下」によると「（諸獠者）並
鋳銅爲大鼓。（中略）俗好相殺、多構仇怨。欲相攻則鳴其鼓、到者如雲。有鼓者号爲都老、群
情推服」とある。諸獠人は銅を鋳り、大鼓となす。お互いに怨むことで戦いが多く、攻めると
き銅鼓を鳴らすと、氏族の人々はみんな雲のように集まってくる。鼓者は〈都老〉と呼ばれる。
唐代・劉恂撰『嶺表録異』巻上「銅鼓」の条には「蛮夷之楽有銅鼓。馬形如腰鼓、而一頭有面、
鼓面圓二尺許。面與身連、全用銅鋳。其身遍有蟲魚花草之状、体均勻厚二分。己来鑪鋳之妙、
実爲奇巧。撃之響亮不下鳴鼍（銅鼓の表面と胴部は繋がっていて、すべて銅で鋳造されている。
その体にはあまねく虫、魚、花、草があり、その造りは均一で、厚さは二分（約0.6cm）より
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厚く、鋳造技術の巧みさはすぐれている）」と賞賛している。「万家壩型銅鼓」は雲南省楚雄州
の万家壩古墳群で出土された銅鼓である。銅鼓の中で最も古いもの（紀元前八世紀～五世紀の
春秋戦国時代に作られた）で、銅製の壁が厚く、鼓面には模様もなく、鍋に近い形をしている。
その上食物を炊く際の煤が残っていたことから、初期は炊飯のための銅釜と推測される。
注５、古代壮字とは、壮族の古文字である。秦漢以後、漢民族の流入に伴い、壮族先住民は漢
字を借りて、本民族の文字すなわち「古代壮字」、或いは「土俗字」「方塊壮字」と呼ばれる文
字を作ることになった。唐・宋時代になり、壮族の知識人達は漢字の形、音、意味と六書構
字法を利用して、正方形の壮文字を作るが、これが所謂saɯ1ɕu: ŋ6〈壮族の文字〉と呼ばれ
た「方塊壮字」である。このような土俗文字は、民間において広く使われ、民謡、故事、伝説、
写経、契約、記帳などに用いられた。このあたり、宋・周去非撰『嶺外代答』巻４「風土門」
俗字の条に詳しい。また、范成大撰『桂海虞衡志』「雑志」〈俗字〉には、「辺遠俗陋、牒訴券約、
専用土俗書、桂林諸邑皆然」（辺鄙で野蛮、訴訟状はもっぱら土俗の文字を用いている。桂林
の多くの村も、みな同じであった）と記す。しかし「この文字は民謡の創作や記録、道士（壮
族民間のシャーマン・道公と呼ぶ）の写経等に用いられただけで、民族文字として広く普及
することはなかった」と岩佐氏が指摘している。（岩佐昌暲『中国の少数民族と言語』（光生館）
第Ⅱ章「少数民族諸言語の分布とその言語的特徴」1.3〈チワン・トン語派、1.3.1チワン・タ
イ語群（壮傣語支）〉）
注６、張声震（故人）は、元広西壮族自治区の副主席。壮族出身、壮・タイ語の研究者である。
張氏は1985年政界から引退したのち、中国西南民族研究学会や広西壮学会の名誉会長に就任
し、西南部や広西壮族自治区の少数民族文化を救うために尽力した。1999年に壮学叢書シ
リーズ（広西民族出版社）を着手し、壮学叢書の総責任者となった。西南部地区の少数民族
の文化遺産を熱心に蒐集・整理に尽力し、研究を行った。さらに『古壮字字典』、『広西壮語
地名選集』、『壮族通史』、『壮族民歌古籍集成』等、数十巻にわたる壮学叢書を出版した。その
主なものは『壮・タイ民族伝統文化の比較研究』、『壮族の自然崇拝』、『壮族の銅鼓研究』、『壮
族のトーテム考』、『壮・侗族の民族建築文化』、『師公・儀式・信仰――壮族民間師公教の研究』、
『中国壮族薬草学』、『壮族麽経布洛陀影印訳注』、『壮族神話集成』等がある。
注７、珠江流域、珠江は河の名で、中国で三番目に大きな河川であるが、総流量では、全国二
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番目である。全長2400kmで、雲南省の東境を源流とし、貴州省・広西壮族自治区・湖南省・
江西省等を経て、広州から南シナ海に注ぐ。主に西江（2197km）、北江（468km）と東江
（523km）の三つの川の流域、及び河口の珠江デルタから形成され、ベトナムの一部を含めて
「珠江流域」と称す。南方内陸の水路網として発達している。
注８、左江、ベトナム北部と広西壮族自治区西部に流れる河の名。鬱江右側の支流である。ベ
トナム境内から発し、広西壮族自治区南寧市で右江と合流する。全長591kmで、流域の面積
は32379平方km。中国国内の長さは342kmで、流域の面積は20786平方kmである。珠江流域
鬱江水系に属する。（『中国河湖大典』「珠江巻」（中国河湖大典編纂委員会。中国水利水電出版
社、2013年１月）
注９、右江、珠江水系西江支流鬱江上流にある河の名。雲南省を源流とし、広西壮族自治区の
百色地区を経過し、南寧市で左江と合流してから鬱江となる。右江は左江の右にあったため
その名が付いた。古くからその流域は壮族の最密集地である。史料にも「左右江」「左右江渓
峒」とあり、先住民の居住地域として知られている。全長707kmで、流域の面積は38612平方
kmである。その支流によって形成された右江平野は広西壮族自治区の中でも有名な農作物の
産地であり、また中国最大の亜熱帯の果物の産地である。（牛汝辰『中国水系詞典』哈爾浜地
図出版社、1995年１月）
注10、邕江は現在広西壮族自治区南部を貫く大きな河川。珠江水系西江支流のひとつである。
全長133.8km、流域面積は6120平方kmである。その上流には左江・右江があり、区都南寧市
内で合流した後は邕江となり、下流の梧州では西江となる。広州では珠江と合流し、南海に
注ぐ。「邕」は『旧唐書』巻41「地理志」〈嶺南道〉に見られ、「邕管十州、在桂府西南（中略）
貞観六年（632）改爲邕州都督府」とある。（広西南寧市文聯編集部編『邕江』（邕江編集部出版、
1980年第５期）
注11、徐松石（1900～1999年）、広西壮族自治区容県の客家人で、著名な教育者・神学者（牧
師）・民族研究者・文字研究者及び歴史学者。1918年上海の滬江大学で社会教育を専攻。卒業
後上海崇徳女子中学校の校長となり、滬江大学と華東大学等でも教える。1926年から東南ア
ジアの民族史に関心を持ち、中国の西南地域に入り、苗・瑶・壮の村々で現地調査を行った。
その後長年嶺南民族歴史文化の研究を続け、壮族を研究する先駆者として多くの中国の民族
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研究に関する書物を書き上げた。1938年に書かれた『粤江流域人民史』は、中華書局で出版
された後、日本語に訳された。1947年の『タイ族壮族粤族考』は、全国学術著作賞を受賞し、
1957年にアメリカに移住した。その後中国語と英語で、嶺南文化の銅鼓や神話等を紹介し、
壮族の文字の研究に力を注いだ。
注12、両広はまた「両粤」ともいう。現在の広東省（海南島を含む）・広西壮族自治区を合わせ
た呼び方である。両広の最初の由来は明・憲宗の成化元年（1465年）韓雍が初めて左都御史
兼提督に任命され、両広総督府を広西梧州府に設けた。広東・広西両地域を重ねて管理した
からである。後に嘉靖年間（1536～1564年）、両広総督は広東肇慶府に置くようになった（『明
史』巻73）。清朝も同じ制度を引き続き行い、永久に広東を中心とした（『清史稿』巻197～
199）。1917年に陸栄廷が最後の任命となった。
注13、中南半島（China-Indochina　Peninsula）は東南アジアに位置する半島で、アジア南部
の三大半島のうちの一つである。中国とインド亜大陸の間にあって、西にはベンガル湾、アン
ダマン海とマラッカ海峡を臨み、東には太平洋の南シナ海がある。また中国の雲南省の南部を
含む。もとはフランス語に翻訳される際の造語されたインドシナ（Indochine）として知られ
ている。インドと中国の間の文化の影響を受けるという意味である。現在中国や一部の人は
「インドシナ」に含まれる「シナ」は差別的ニュアンスを含むため、中国の南にあるという意
味で「中南半島」と呼んでいる。地理学では東南アジアを指し、主にミャンマー・タイ・ラオス・
ベトナム・カンボジア・マレーシア・シンガポール等七ヵ国を含む。面積は約207平方kmで、
人口は三億人を超えた。さらに山や河川等は中国とつながり、そのため「山は同じ山脈、水は
同じ源」の諺がある。互いに紀元前２世紀からの長い交流史はあるが、民族が多く、言語は非
常に複雑であるため、残念ながら歴史的な記録の翻訳や研究等はいまだされていない。
注14、小タイ族（Tai Noi）人はタイ人の一つであり、人種的には古モンゴロイド系インドネ
シア・マレー人種と南部モンゴロイド（新モンゴロイドの一種）の混合体である。主にメコ
ン川とチャオプラヤ川流域に居住している。古哀牢人ともいう。小タイ族と呼ばれているの
は、オーストラロイドの血が少々混じっているとされるクメール人やチャンパ人との混血が
進んだ結果であり、北部の大タイ族（シャン族）と比較して、肌の色は浅黒く、また背が低
いためと言われている。同時に歴史的な対立や近代以降も行政区画の違い等により、大タイ
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族との違いは少なくない。
注15、タイ北部の藍那朝廷は、蘭那泰とも言い、百万稲田の国という意である。王巨新『清代
中泰関係』（中華書局、2018年７月）第一章「清代以前中泰関係概況」二〈元代中泰関係〉に
よると、蘭那王国は中国の元朝時代にタイにある古王国で、女人国、また女王国とも称した。
タイ北部中心に1292～1558年に実在した王朝である。現在のチェンマイ周辺にあたる。中国
の史書には「八百媳婦蛮」と呼ばれている。『元史』巻17「世祖14」〈至元二十九年（1292年）〉
八月条には「（元世祖）以軍征八百媳婦国」の記録がある。
注16、那魯は、ラオスの第三の大都市で、経済の中心地。南部のサワンナケート（Savannakhet）
省に位置する。東はベトナムと接し、西はメコン川を隔ててタイとなる。
注17、「那龍」はミャンマーシャン邦の地名だが、中国語における名称で不詳。
注18、壮泰語系は壮侗語派（Zhuang-Kam　branch壮侗語支）の中の漢・チベット語族
（Tibeto-Chainese、Sino-Tibetan漢藏語系）に属する。その中のチワン・タイ語群（壮傣語支）
の一つである。チワン語に関しては後ほどに説明する。ここではタイ語について紹介したい。
大林太良編民族の世界史シリーズ６『東南アジアの民族と歴史』第Ⅰ章「東南アジアの自然・
人種・言語」３〈東南アジア諸言語の系譜〉によると、タイ語系諸言語には中央部のタイ中
部平野やラオス低地部以外にもミャンマーのシャン州、中国雲南省やインドシナ北部等の平
地と山間低地部に広く分布しており、チベット・ビルマ系諸言語もまたビルマ以外に雲南省
とそれに隣接するインドシナ北部山地にも存在する。タイ諸語の分布はそこからさらに広西、
貴州等の南中国に、チベット・ビルマ諸語の分布はアッサム、ヒマラヤ、チベットへと続い
ており、これらの諸言語がそれぞれ北から南へと張り出してきた様子をよく表している。
注19、黎僰（li Bo）語を話す少数民族を指す。黎（li）は黎人で、僰（poi）は僰人のこと。
詳しい解説は注23と30参照。
注20、壮泰人は注18のチワン・タイ語群（壮傣語支）のように、壮（Zhuang）語と泰（Tai）
語を話す人々をいう。
注21、普沙、中国語における名称で不詳。
注22、普泰（Pu Tai）はラオスの普泰族の名称である。儂人とも称すが、不詳。
注23、僰（Bo）夷は、『漢語大詞典』によると、古代から揚子江上流地域及び雲貴高原に住む
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西南少数民族の名である。また「僰人」ともいう。『呂氏春秋』第20巻「恃君」には「離水之西、
僰人野人（中略）多無君」といい、『漢書』巻45「伍被伝」には「南越賓服、羌僰貢献、東甌入朝」
がある。その顔師古注は、「僰、西南夷也。音蒲北反」とする。汪寧生『古代雲貴髙原上的越
人』（百越民族史研究会編『百越民族史論集』所収）によると、「元・明代以後は「百夷」「僰夷」
「白夷」「白衣蛮」等の同音字の呼び方が見られる。主に広西左右江地区、雲南省文山地区及び
ベトナムの紅河地区に分布しており、現在の四川省南部や雲南省東部に居住している傣族の
先祖にあたる。顔に入れ墨、歯黒、干欄に住み、死者を高い山に懸け棺をする等の風習がある」
とある。
注24、蒲（Pu）人は元代・明代の史籍にある少数民族・布朗（Blang）族・徳昂（トオウン）
族に対する通称である。すなわち古代の「百濮（Pu）」を指す。清・顧炎武『天下郡国利病
書』「雲貴交趾」篇には「蒲人、即古百濮」とある。『漢語大詞典』によると「濮」（Pu）は中
国古族の名で、『尚書』「牧誓」には、周景王二十二年（紀元前523年）「楚爲舟師以伐濮」とい
う記事がある。商周時代の八個の少数民族（庸・蜀・羌・髳・微・盧・彭・濮人）の一つで、
漢江の南と楚の西南に分布している。その後滇西南にも濮人の記録も見られるようになっ
た。一説には前期が百越と密切な関係があり、後期の百濮はモン・クメール語を話す族群に
変身したという。つまり前期は壮侗語族群に属し、後期元代以後の蒲人に当る。南アジア語
族（Austro　Asiatic語系）のモン・クメール語派となる。『左伝』「文公十六年の条」には「糜
人率百濮聚於選、将伐楚」というのがみられる。1953年以後、統一して「布依族」と称した。
本文には「蒲人（Poren）」とするのは、現代中国語の発音であるが、越語では「Pu」と読む。
注25、大伯夷、中国語における名称。不詳であるが、伯は「Po」（僰・百夷）と同音字であるので、
注23と同じ古傣族をさす。
注26、土僚は、壮族・水族・仫佬族の旧称。「土人」「布土」とも称した。現在の広西壮族自治区、
雲南省に分布している。『漢語大詞典』によると、「僚」は魏晋時代以来四川・陝西・貴州・雲
南・広西・湖南・広東省等の地域に居住している原住民族。『集韻』には「僚、西南夷の総称。
謂之獠、或従犬従人」とする。「土」は原住民の意である。唐・劉恂撰『嶺表録異』巻下には、「夷
人通商於邕州石渓口、至今謂之獠市」とし、また『太平御覧』巻356「兵部」〈兜鍪〉の項目に
は「郭義恭広志曰、僚在牂柯與古鬱林・交趾・蒼梧。皆以赤漆皮爲兜鍪」と、僚は牂柯や古
（30）
（102）
― 103 ―「那」文化圏論
鬱林・交趾・蒼梧等に居ると記されている。
注27、『漢語大詞典』によると、仲家（Zhongjia）人は布依（Bouyei）族と雲南省に住む一部
の壮（Zhuang）族に対する古い呼び方である。汪寧生『古代雲貴髙原上的越人』（同注23）
によると、「貴州省や雲南境内に、地方志書の中に「百粤族」に対する分類には、さまざまな「仲
家」がある。例えば白仲家・黒仲家・卡尤仲家等があり、皆百越系統に属する。「仲家」すな
わち布依族であり、「水家」は水族で、「儂家」は壮族である。今日も同じ言語を話し、壮傣語
系に分類する。彼等は雲貴髙原に住む古代越人である」という。
注28、僮（Zhuàng）人の僮は宋代から一部地域に撞・獞と表記された。『明史』巻45「地理志六」
〈福建・広東・広西篇〉には「柳州府・洛容。正徳時、爲瑤、僮所據」と、明代の正徳（1506
～1521）年間、広西・柳州府は、瑤族と僮族によって占められていたと記す。また清代から「獞
人」とも呼ばれ、清・陸次雲撰『峒渓繊志』「獞人」の条には「獞人居五嶺以南」と、五嶺の
南に「獞人」が居住しているとの記述がある。いずれも差別用語であるため、中華人民共和
国になった後1965年に「壮族」と改めた。
注29、仲人注27と同じもの。
注30、黎（li）人は広東省、主に海南島の海南黎族苗族自治州に住み、その他の数万人は州外
の各県に散在する。1977年の全国人口調査によると、約68万人いる。壮侗（チワン・トン）
語は壮侗語派（Zhuang-Kam　branch壮侗語支）であり、その中のリー語群（黎語支）に
属する。海岸地帯の黎族は漢族と混在して住んでいるため、漢語の出来る者は少なくない。
清・屈大均撰『広東新語』巻七「黎人」には「黎母山高大而険。中有五指七指之峯。生黎獣
居其中、熟黎環之。熟黎能漢語、嘗入州県貿易」と、険しい山中に生黎が住み、漢語を話せ
る熟黎がその外側に住み、貿易のために州県部にも来るという。
注31、言語連合（Sprachbund）というのは、言語接触が進んだ結果、ある一定の地域で話さ
れている言語に、系統を超えて同じ特徴が見られることがある。これを言語連合と言う。佐
久間淳一等共著『言語学入門』、第二十六講「世界の中の言語」〈言語の接触〉（研究社、2004年
12月）による。
注32、スワデシュ（M・Swadesh）は、アメリカの言語学者。統計的手法を使い、二つの言語
が一つの言語から分裂した時代を推定する言語年代学を提唱した。しかし後になって様々な
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問題点が指摘され、現在ではほとんど話題にのぼらなくなった。伊藤雅光『計量言語学入門』
第一章「計量言語学とは何か1．3．3〈言語の系統研究〉（大修館書店、2002年４月）による。
注33、夏鼎（1910年～1985年）は浙江省温州市出身の考古学者・歴史学者。新中国の考古学の基
礎を確立した。1930年北京燕京大学に入り、翌年清華大学史学科に転校した。1934年に公費で
アメリカの考古学専攻留学試験に合格したが、翌年河南省安陽・殷墟の発掘の作業に参加。そ
の後1935年夏、イギリスで考古学研究の留学生活をスタートした。ヨーロッパ諸国の考古学を
学びながら、エジプトや諸外国の発掘作業に参加した。後にロンドン大学考古学博士課程に入
り、エジプトのカイロ博物館に研究者として働き、イラン・インドやミャンマー等各地で発掘
の仕事に携さわった。1946年７月にロンドン大学のエジプト考古学哲学専攻の博士号を獲得
した。1943年～1949年中央研究員歴史言語研究所の研究員になり、1949年から浙江大学の教授
となった。後に中華人民共和国の中国科学院考古研究所の所長にも任命された。1982年中国社
会科学院副院長や中国社会科学院考古研究所の名誉所長等の要職にもついた。『中国考古学研
究』『中国文明の起源』『炭素-14測定年代和中国史前考古』等日本でも名高い論文がある。
注34、西越は西甌・駱越を指す。今日の壮族を構成する主な族群である。先秦時代から後漢まで、
嶺南の広西南部・海南島・ベトナム中部・北部等中心に居住した。秦始皇帝が嶺南を統一した
際に、桂林郡に入り、その後一時期漢代の南海郡の南越国にも属したが、紀元前111年漢武帝
南越国が滅亡したため、嶺南地域を新たに九つの郡を設置した。『漢書』巻六「武帝紀」には「遂
定越地、以爲南海・蒼梧・鬱林・合浦・交趾・九真・日南・珠厓・儋耳郡」と細かく分かれ、
明らかに南越国と異なる。漢代以後南越国は消滅していくが、西越はその後も存在した。荘
爲璣『建国以来対百越的歴史研究――関於東越與南越和西越的族源問題』（百越民族史研究会編
『百越民族史論集』所収）によると、「百越族が東部起源であるという説は、中国の東南沿海地
域に分布する東越（于越・甌越・閩越・揚越等）が、七千年前の河姆渡遺跡であるという説で
ある。福建省の昙石山人や広東省の河宕人等の遺跡から発掘された人骨はインドシナ人に最も
近い。長い頭部、低い面角、鼻幅広いタイプ等の特徴を持つ。また人工的に抜歯した痕跡があ
る。しかし反対には西越民族は遠く海岸から離れ、山地に居住している。その上、いくつもの
族に分化した。主に西甌・駱越・越裳・撣国・騰越・滇越・越西・夜郎等がある。史記巻116
「西南夷列伝」には詳細に記録している。（中略）駱越は西越の主流であり、広西の西南、広東
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の東西部、ベトナムの北部に分布する。中心は今日の柳州より南の南寧市（左右江の合流点）
にあり、ここから西の雲南、北の貴州へ広がった。しかも建国以来の考古学上の発見は、広西
壮族自治区・雲南・貴州・及び広東西部全部駱越の石器、銅器を出土した。広西壮族自治区
中心とした早期石器は種類が豊富であり、すでに中原地域と往来していたので銅卣も見つかっ
た。特に西越民族が創作した銅鼓は広東地域において先秦時代以前の遺跡には見当たらない。
また西越の双肩石斧等の石器は東越にも無かった。古人類の遺跡も数多く広西壮族自治区で見
つかり、36000年前の柳州市来賓県の麒麟山人や12000年～7000年前の甑皮岩洞穴遺跡等は、西
越が東越や南越の遺跡より古い実証している。黃佩華『壮族・駱越與西甌』「青銅鋳魂」（南方国
土資源網、2018年10月29日）によると、西越文化は西甌・駱越文化ともいい、代表的ものは稲
作文化、大石鏟文化、龍母文化、銅鼓文化、花山崖壁画文化等がある。
注35、大石鏟文化は近年、広西・南寧市の周辺で石製のカンナが300個あまり発掘された。およ
そ4000年以上前の新石器時代晩期のもので、稲作文化との関わりがあるとされた。石鏟は大
きさから言っても、農作業に不向きで、古代祭祀の道具であろう。大石鏟は広西壮族自治区・
広東・海南島およびベトナム北部地域を中心に発現されたため、この地域は「大石鏟文化圏」
と称されている。その上最新の研究結果によると、広西壮族自治区は古くから稲作の資源が
豊富な地域であり、未だに野生稲の資源もあるため、中国の稲作文化の起源と分布において
も、重要な研究対象地域である。
注36、羅香林（1906年～1978年）は広東出身の歴史学者。民族学や客家学等、中国人種の族譜
学の創設者でもある。清華大学史学科で、王国維・陳寅恪等の指導を受けた。主に唐史の中
における百越人の源流について専攻した。卒業後、広州の中山大学、曁南大学の教授となり、
また香港大学でも教鞭を執った。『古代越族文化考』『客家研究導論』『唐代之光孝寺及桂林磨崖
仏像』等日本でも名高い論文がある。
注37、駱越は、西甌と共に先秦時代広西地域で暮らしていた先住民である。『呂氏春秋』第14巻
「孝行覧・本味」には「越駱之菌」の一文があり、その高誘注は「越駱、国名」とする。また『史
記』巻113「南越尉侘列伝」には「侘因此以兵威辺、財物賂。遺閩越・西甌・駱役属焉」とあ
り、史記索隠注は「交趾・九真二郡即甌駱也」とする。南北朝・裴駰の集解の古注は、「駱」
に対して「漢書音義曰、駱、越也」と注釈している。その後、唐・司馬貞の索隠注にも「駱田」
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とあり、姚氏案広州記云の「交趾有駱田、仰潮水上下。人食其田、名爲駱侯。諸県自名爲駱
将、铜印青绶」を引用している。また『後漢書』巻54「馬援伝」には「馬於交趾得駱越銅鼓」
の記録があり、その唐・李賢注には「裴氏広州記曰、俚獠鋳銅爲鼓」と解釈する。また『旧
唐書』巻41「地理志四」〈嶺南道〉「邕州」の条には「驩水俗称鬱林江、即駱越水也。亦名温水、
古駱越地也」と記されている。今日の駱越人は主に左右江流域、貴州省の西南部、ベトナム
の紅河デルタ地域に暮らしている。広西壮族自治区博物館出版の『従五国到方国――壮族文
明起源的新探討』（2018年）によると駱越は、壮族・侗族・黎族・布依族・傣族・水族、仫佬
族、毛南族、及びラオスの老龍（ラオロン）族、ベトナムの京（キン）族を包括している民
族の祖先であると発表された。
注38、北江（Bei River）は中国南部に流れる大河。珠江の支流の一つであり、西江に次ぎ大き
な支流である。本流の流れは長さ468ｋｍ、流域面積は珠江水系の10.1%を占める。江西省贛
州市の南嶺山脈に発する。南に広東省に入り、仏山市で西江へ合流し、ここから北江という
名前となる。
注39、大渡河は四川省西部に流れる河の名。揚子江水系岷江の最大支流である。青海省パイン
ハル山脈南面からの河川が四川省北西部に入り、東に流れ、ついに南流して大雪山・邛崍山
の両峡谷間を流れ、最後は岷江に流れ入る。中流部分は大渡河と呼び、全長は1070kmある。
注40、花山文化は花山壁画を中心とする。その壁画は広西壮族自治区南部に位置する崇左寧明
県、左江流域の支流寧明江のほとりにある壁画。戦国・秦時代以前から漢代にかけて、西甌・
駱越先住民達の絵画芸術の集大成である。赤い鉱物の顔料を用いた壁画は、長さ172メートル、
高さ90あまりの崖壁に残されている。現存図像は1900箇所あり、主に人物・動物・器物の三
種類がある。祭事の儀式を表す場面もある。この川沿いの山間にある巨大な壁画は、その規
模、勢い、広大さから中国最大級のものとされている。内容の豊富さや保存の良さ、また造
形の素朴さと風格のおおらかさで、2016年7月15日世界文化遺産に登録された。
注41、寧明江は広西壮族自治区南西部に位置する崇左市に位置し、ベトナムに接する。ベトナ
ム境内から崇左寧明県に流れる大河左江の支流である。左江は南寧で右江と合流して鬱江と
なり、西江に合流して、珠江デルタで南シナ海に出る。数千年前から壮族の祖先にあたる駱
越や西甌人はこの地区で居住していた。
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注42、壮傣語は壮族語と雲南省に住む傣族語を指す。岩佐昌暲氏によると「傣族の祖先は元々
紀元前華南地域に広く分布していたのであり、その言語は漢族と同源の語が非常に多い。古
漢語との交渉は極めて古い」とし、その上「タイ語は仏教を通じて、バーリ語やサンスクリッ
ト語からかなり多くの語彙を吸収しており、それがこの言語の一つの特徴ともなっている」
と指摘している。
注43、百越は「百粤」とも書く。小川環樹等編角川『新字源』によると、「周代までに、今の浙
江省南部から福建・広東・広西壮族自治区の各地域にいた様々の先住民の総称」とある。現
在「百越」という国は存在しないが、その子孫（様々な越人）は主に中国西南部の各少数民族
として、上記の各省・自治区に、また南太平洋諸島、フィリピン南部・インドネシアやマレー
シアの南部・東南アジアのメコン川流域・台湾・琉球諸島・朝鮮半島等の地域に暮らしている
と考えられている（『東南アジア古代史地論叢』所収邱新民「馬来族源流探討導言」）。史料に
見られる最初の百越に関する記録は、秦・呂不韋撰『呂氏春秋』「恃君覧」にある。「楊漢の南、
百越の際。（中略）多く君無し。（漢・高誘注「楊州、漢水の南、越は百種有り。皆南越の夷なり、
君無しなり）」と楊州、漢水の南に、百種の越民がいるという。漢・司馬遷撰『史記』巻41「越
王勾践世家」には「越王勾践其の先禹の苗裔なり、夏后帝の少康の庶子なり。会稽に封じて、
以て禹の祀を奉守す。断髪文身し、草莱を披ひて邑とす」と、越という国の由来を記している。
さらに唐・顔師古の注には「交趾より会稽に至り、七八千里、百粤雑処す」と解釈している。
注44、西甌は、先秦時代広西北部地域に暮らしていた部族。そこは主に今日の柳江より東、鬱
江より北、湘江・離江より南、西江より西の広い地域をいう。壮侗語族の先住民とされる。『史
記』巻113「南越尉侘列伝」には「侘因此以兵威辺、財物賂。遺閩越・西甌・駱役属焉」とあ
り、史記索隠注は「交趾・九真二郡即甌駱也」とする。秦と西甌の戦いは「秦甌戦争」とも
呼ぶ。『淮南子』巻18「人間訓」によると、「三年不解甲弛弩、使監祿無以轉餉。又以卒鑿渠而
通糧道、以與越人戰、殺西嘔君譯吁宋」と、始皇帝の軍隊も３年間をかかった手強い軍事力
を持つ西甌人であった。西甌はまた西嘔とも書き、通音字である。また『旧唐書』巻41「地
理志四」〈嶺南道〉には「鬱平（今日の広西壮族自治区玉林市あたり）漢広鬱県地、属鬱林郡。
古西甌・駱越所居」と記されている。
注45、東越は注34の西越と共に百越の先祖に充り、東海沿岸に住む越族で、西越と対応する呼
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びかたである。古代の東甌に充る。東越は于越・甌越・閩越・揚越等がある。『史記』巻114
「東越列伝」によると、先秦時代から漢まで（紀元前334年～同220年）に、今の浙江省東南部・
福建省北部中心に居住していたが、漢武帝元鼎６年（紀元前111年）東越王餘善が叛乱を起し、
その部族に殺された後、一族は江淮地区に移住し、「東越地遂虚」と、漢代以後次第に消滅し
た。蒋炳釗『東越歴史初探』（百越民族史研究会編『百越民族史論集』所収）によると、「閩
越国は、漢武帝元封元年に滅亡された後、東越、閩越はすでに歴史上の過去となった。元の
原住民達は三つの方法で生き延びた。一つは統制者による強勢な移民政策、一つは大量な逃
亡説。最後はそのまま現地に残った」と指摘する。
注46、嶺南文化とは、「嶺南」は五嶺より南の地域をいう。古くはベトナムの北部をも含めた。
五嶺は湖南省衡山から東海に至るまでの山系であり、秦始皇帝のときから西甌・駱越の地域
に入る唯一の通路でもある。古来五嶺山脈は地理的に天然の擁壁となっているため、北と南
の往来の妨げとなる。「南嶺」とも呼んだ。また五嶺より南の地域は「嶺南」と呼ぶ。
注47、柳江人とは、1958年中国南部広西壮族自治区柳江県の洞窟で発見された新人の化石の名
前。成年男性の頭蓋骨の他に、椎骨、肋骨、大腿骨が出土している。文化遺物は発見されな
かった。東アジアで見つかった最古の化石人類のひとつである。周口店の山頂洞人に比べる
と身長が低く、顔面骨格が広型であり、正確の年代はまだ分からないが、日本の港川人や縄
文人に比較的に近い形態を持っている。
注48、桂林甑皮岩人類洞穴遺跡は、桂林市南部に位置する象山区の独山西南麓にある。約12000
～7000年前の遺跡である。1965年に発見され、1973年と2001年に二度にわたって発掘調査が
行なわれた。数千万件の石器・骨器・蚌器・角器・牙器等が発見され、中国最古の陶器と新
石器時代の洞窟遺跡の中に、最古の石器加工場もあった。32個の墳墓も発見され、そのうち
の多くは屈肢蹲葬の人体が埋葬されていた。「華南及び東南アジア有史以前の考古史上、最も
重要な指標と資料庫倉」とされている。
注49、ネグロイド人種（Equatorial race）とは、身体的特徴に基づく歴史的人種分類概念のひ
とつである。日本では一般に黒人人種・黒人と同義に理解される。解剖学的な特徴は、頭部
が長くで、グラべラ（眉間）が発達し、オトガイ（顎）は後退気味である。頭部全体が小さ
めである。手足が長い、特に膝から下が長く。手首、足首は細い。骨密度が高く、骨粗鬆症
（36）
（108）
― 109 ―「那」文化圏論
になりにくいとされる。
注50、広西・来賓市麒麟山の洞窟で発見されたため、麒麟山人と名付けられた。1956年１月14
日、中国科学院古脊椎動物研究チームにより、来賓市興賓区で頭穴、上顎骨と口蓋骨の大部
分を含む頭蓋基部の人骨が発見された。36000年前、旧石器時代後期の古代人類、壮族の先祖
として識別される。
注51、鯉魚嘴人は1980年１月広西壮族自治区柳州市龍潭公園内の鯉魚嘴山のふもと新石器時代
の貝塚から発見された。2006年全国の古代文化遺産保護遺跡として指定される。今から12000
年～7000年前の貝塚で、新石器時代の早期～晩期までの二つの堆積層があった。その中に頭
蓋骨の化石も含まれている。（何乃漢等『柳州市大龍潭鯉魚嘴新石器時代貝丘遺跡』による。『考
古』1983年９月号所収）
注52、「干欄」は高床構造の建物で高床式住居のこと。今から6000～7000年前とされる浙江省の
河姆渡遺跡から各種の枘（ほぞ）、枘穴を加工した木造部材が出土した。これらを始めとし
て、同種の遺跡は新石器時代から歴史時代まで、干欄文化は浙江、江蘇、湖北、雲南省など
でも発見されている。現在にも中国の西南少数民族地域を中心に、東南アジア、マダガスカ
ル、台湾等の地域でよく見かけられる。日本の神社や穀物の倉等もその作りが多い。主な特
徴は竹や木造で上下二段式に建てられ、上は人間が住み、農作物の倉庫とし、下は家畜の小
屋となる。階段で上り下りする。亜熱帯地域に特有な湿気、暑さやまた爬虫類・獣の加害を
も防ぐ事ができる。『魏書』巻100「僚伝」には「僚者蓋南蛮之別種。自漢中達於卭笮川洞之間、
所在皆有種類甚多。散居山谷（中略）依樹積木以居、其上名曰干蘭。干蘭大小随其家口之数」
とある。
注53、屈葬とは、地面にあまり大きくない穴を掘り、その中に手や足を折り曲げた姿勢で死者
を葬る。壮（チワン）族の古くからの葬式方法である。（大林太良編『東南アジアの民族と歴史』
「採集狩猟生活の時代」による）
注54、抜歯とは、「鑿歯」のこと。古代における一種の民族風習である。晋・張華撰『博物誌』
には「僚子（中略）即長、皆抜去上歯牙各一、以爲華飾」と説明している。また唐・張説『広
州都督嶺南按察五府経略使宋公遺愛碑頌』には「雖有文身、鑿歯、被髪、（中略）種落異俗字
化齊」とある。さらに宋・楽史撰『太平寰宇記』巻167「嶺南道十一」〈欽州〉条には「欽州
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風俗（中略）又有僚子、椎髻鑿歯、赤褌短褐。専欲喫人、得一人頭、即得多婦」と、僚の首
狩り族のことを記録している。
注55、言語関係語族樹形図は、言語の親縁関係を表す因襲的な語族樹形図（系統樹とも言う）。
ジョン・ライアンズ著、近藤達夫訳『言語と言語学』第Ⅵ章「言語変化」の第二節〈いろい
ろな語族〉（岩波書店、1987年６月）による。
注56、事例に関しては、詳細に潘其旭の『壮族詞序順行結構A＋B型的思維模式與漢語詞序順行
結構Ｂ＋Ａ型的思維模式的比較研究』（壮学首届国際学術研討会論文　1999年４月）参照。
注57、『墨子』第六巻「節用・中」「古者堯治天下、南撫交阯」。（明治書院、新釈漢文大系、山田
琢著。1987年８月）
注58、『大戴礼記』「少間」第76巻「虞舜以天徳嗣堯布功、散徳制礼。（中略）南撫交阯、日月出入」
（明治書院、新釈漢文大系、栗原圭介著。1991年７月）
注59、『尚書』上「堯典」第二節「申命羲叔宅南交」（明治書院、新釈漢文大系、加藤常賢著。
1987年９月）
注60、交阯（こうし）は漢武帝時代の郡名で、後の交州である。五嶺より南の地域（今の広東
省、広西壮族自治区とベトナム北部・中部地域）に充る。詳細は『漢書』巻六「武帝紀」に
は「遂定越地、以爲南海・蒼梧・鬱林・合浦・交趾・九真・日南・珠厓・儋耳郡」と記して
いる。宋代以後、独立したベトナムに対しても、その国も「交趾」とも呼んだ。（『漢語大詞典』）
注61、南交、古地名。交趾を指す。五嶺以南の地域をいう。南に位置するため名付けた。出典
は注59が初見である。清・屈大均撰『広東新語』巻二「地語・南交」には「南交者、粤也。
陶唐之南裔也。（中略）而堯名爲南交、故論地名以南交爲古」と説明している。
注62、『史記』巻一「五帝本紀第一」〈虞舜者条〉「（舜）践帝位三十九年、南巡狩。崩於蒼梧之野、
葬於江南九疑、是為零陵」（明治書院、新釈漢文大系、吉田賢抗著。一九八七年九月）。その
六朝・裴駰集解には「傳曰:舜葬蒼梧、象爲之耕。礼記曰:舜葬蒼梧、二妃不従」と、蒼梧に埋
葬したと注釈している。ここの「九疑山」「零陵」は、『中国歴史地図集』「秦・西漢・東漢時期」
分冊によると、すべて五嶺より南に位置する地名である。現在の湖南省の湘江と桂林の漓江
の合流点辺り。
注63、正しくは『礼記』「檀弓上」第三にある。本文の「檀弓下」ではなかった。「舜葬于蒼梧之野」
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（明治書院、新釈漢文大系、竹内照夫著。1987年７月）
注64、『淮南子』第18巻「人間訓」の本文「一軍守九疑之塞」に対する漢・高誘の注「九疑山名也。
在蒼梧、虞舜所葬也」である。（明治書院、新釈漢文大系、楠山春樹著。1988年６月）
注65、零陵、古地名。現在の湖南省寧遠県の南東辺り。伝説では、神話時代の舜帝の墓はこの
地にあるという。注63.64参照。しかし『漢書』巻28「地理志第八上〈零陵郡〉の条には「零
陵郡（中略）県十。零陵・営道・始安郡……」の顔師古注には「零陵、武帝元鼎６年（紀元
前111年）置」とするが、その続きは「陽海山湘水（今の湖南省）所出（中略）有離水（今の
桂林に流れる河の名）東南至。広信入鬱州」と、湖南省の南部と西壮族自治区の北部の間に
あると解釈した。
注66、蒼梧、かつて存在した郡名。現在の湖南省南部から広西壮族自治区西北部にかけての地
域にあった。秦が中国を統一した後に蒼梧郡が置かれた。郡治は不明である。秦が滅亡する
と、南越国に継承された。紀元前111年（元鼎６年）、漢が南越国を滅ぼすと、蒼梧郡が置か
れた。郡治広信県に置かれ、交阯刺史部に属した。『漢書』巻29「地理志第八下」〈粤地〉には
「今之蒼梧・鬱林・合浦・交阯・九真・南海・日南皆粤分也。（中略）文身断髪、以避蛟龍之害」
とする。また『旧唐書』巻41「地理志四」〈嶺南道〉には「漢蒼梧郡、治広信県、即今治。隋
立蒼梧於此置郡。（中略）隋旧属廉州、今来属孟陵。漢孟陵県属蒼梧郡」と記す。しかしもう
一説は山の名、九疑山とも言い、湖南省寧遠県の南東辺りであるという。注64参照。
注67、『逸周書』、もとの名は『周書』。旧説では孔子が『尚書』を編輯する際に、省略された部
分をまとめて、周書の逸文として広めた。しかし戦国時代に偽作されたとの説がある。巻七
「王会解」には「伊殷受命、於是爲四方令曰「臣請正東、（中略）十蛮、越漚（甌）、剪髪文身。（中
略）正南瓯、鄧、桂国、損子、産里、百濮、九菌。献珠璣、玳、瑁、象牙、文犀、翠羽、菌鶴、
短犬」が見える。
注68、桂国、国名。『漢語大詞典』によると、「桂、唐州名。即今広西壮族自治区桂林」と記され
ている。用例はない。『逸周書』巻七「王会解」のみ。
注69、『逸周書』巻七「王会解」には「路（駱）人大竹、（中略）倉吾（蒼梧）翡翠（カワセミ）」
と、駱人の大きな毛竹、蒼梧のカワセミを取るという句がある。
注70、『呂氏春秋』第14巻「孝行覧」「越駱之菌（きのこ）」の句に対して、高誘注は「越駱国名」
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とした。
注71、古無軽唇音は音韻学の概念であり、清・銭大昕（1728～1804年）によって提案された中国
初の子音進化法である。36文字の「非敷奉微（36字母・伝統的な韻図などで声母（音節頭子音）
を表わすために使われた36個の漢字）」の音のグループが古代には存在しなかったことを指摘
した。この音のグループは、古代には「帮滂並明（バンペンミンミン）」と発音され、唐後期
と宋時代初期の「帮滂並明（バンバンミンミン）」とは区別されていた。中国語の上古音の音
韻体系は、中古音の軽唇音（唇歯音）が存在せず重唇音（両唇音）で発音されていたという説。
注72、壮語の発音記号・ローマ字形式の表記は、1955年に作られ、1957年から正式に使用され
るようになった。現在も通用している。岩佐昌暲『中国の少数民族と言語』（光生館）第Ⅱ章「少
数民族諸言語の分布とその言語的特徴」1.3〈チワン・トン語派、1.3.1チワン・タイ語群（壮
傣語支）〉による。
注73、粤は越と同じ、広東と広西壮族自治区を指す。粤語はシナ・チベット語族、シナ語派の
言語のひとつである。広東語ともいう。現在広東省中部および西南部・広西壮族自治区東南
部・香港・マカオ・シンガポール等と海外のチャイナタウン・華人華僑社会等およそ8000万
人は粤語を使っている。
注74、西南官話（Southwestern　Mandarin）とは、主に揚子江上流地域を中心として使われ
るので、上江官話とも言う。別名は湖広話とも言う。現代中国語の官話に属する。主に四川、
重慶、貴州、雲南、湖北、広西、湖南、陝西、江西、チベット、甘肅、広東、海南、福建、
東南アジア北部等の地域で使用されている。最も広く使われているのは四川、重慶、貴州、
雲南、湖北、広西、湖南七省と直轄市の重慶である。西南官話は明代から北方からの移民が
西南地域に大量に入ったため、もたらされたものである。使用人口は2.7億人で、官話の中で
一番使用範囲が広く、使用人口がもっとも多い。
注75、土俗文字は、唐・宋時代の壮族の知識人達が、漢字の形、音、意味と六書構字法を利用
して、正方形の壮文字を作ったもので、いわゆるsaɯ1ɕu: ŋ6〈壮族の文字〉と呼ばれていた
「方塊壮字」のことである（注５を参照）。主に歌垣の際の歌詞を記録することが多い。清の
屈大均撰『広東新語』巻八「劉三姐」の条には、「およそ歌を作る人は、庶民はもちろんのこと、
瑶（ヤオ）族、壮（チワン）族、山で仕事をする人なども、歌を作るならば必ず祭壇に捧げ
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て祀る。そしてそれを大切に保管する。歌を求めるものに対しては、それを写させる。しか
し持ち出すことを認めない。そのためしだいに増えていき、数箱になった」と記す。現在右
江の山の谷間に住む壮族には、かつて伝統的な「嘹歌」が流行したが、それは一万六千行ほ
どのものもあり、土俗文字で記され、今日まで流伝している。
注76、道公字。壮族民間のシャーマンが使う文字のこと。広西壮族自治区では壮族民間のシャー
マン、師公教の男巫のことを道公と呼ぶ。師公教は道教が壮族地区に入ってから、壮族特有
の信仰と融合し、新たな宗教として生まれたもの。師公教は半農業・半宗教的な存在で、禁
妻帯や禁酒などの厳しい戒律はない。道公の主な仕事は、法事や様々な祭事等の際の「跳神」
（神降ろしの託宣）といった祭事主導である。なお明清以来、各地にある師公館では、師公の
経文の唱本は全て土俗文字で記録されている。また、壮族の麽教経典『布洛陀』もこの土俗
文字で記録されている。
注77、『桂海虞衡志』（けいかいぐこうし）は、宋の范成大（1126年～1193年）のまとめたもので
ある。范成大は平江人〈現在の江蘇省蘇州〉。厳沛『桂海虞衡志校注』（広西出版社、1986年３
月）によると、范成大は乾道８年（1172年）冬、静江府（治所今日の桂林）の広西経略安撫
使と任命された。二年の間、広西の山川・景色・風土人情等に大変関心があり、広南西路（今
の広西壮族自治区の全部と広東省の一部）を記している。『桂海虞衡志』は十三篇で、淳熙２
年（1175年）桂より蜀に入る途中に完成したものである。
注78、庄綽撰『鶏肋篇』（けいろくへん）は、三巻。宋の庄綽の撰である。北宋の史実や見聞を
記している。北宋末から南宋の紹興（1131～1162年）の地方官をした。
注79、宋・周去非撰『嶺外代答』は、温州永嘉人。南宋隆興元年（1163年）の進士である。乾
道７年（1972）３月に桂林に赴任した。周去非は広西に約六年間滞在し、欽州で教官となり、
静江府の県尉となった。范成大と詩の仲間でもあった。『嶺外代答』は彼の唯一の著作で、内
容が豊富で、広西に関する全面かつ早期的な重要な文献となった。范成大の『桂海虞衡志』
三巻より七巻も多く、辺帥・法制・財計・貿易等各方面の紹介が細かく記録され、宋代にお
ける中国と西方各国との海上交通と十二世紀の南アジア、西アジア、東アフリカ、北アフリ
カ等古国史に関する貴重な資料でもあった。また広西省の他に広東省や海南省各地の記録も
あった。生物学・民俗学・民族史・手工業史等の分野においても研究価値が高い。（中外交通
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史籍叢刊所収、楊武泉『嶺外代答校注』の前書きによる。中華書局、1999年９月）
注80、范成大撰『桂海虞衡志』「雑志」〈俗字〉の中に、広西は「辺遠俗陋、牒訴券約、専用土俗書、
桂林諸邑皆然」と記され、当時の広西の壮族民間に使われていた六つの俗字を紹介している。
他には周去非撰『嶺外代答』には十三文字を紹介し、庄綽撰『鶏肋篇』には三文字を記した。
注81、師公経の詩唱本とは、師公教の経典を唱える時に使われている唱本のこと。師公（道公）
は、壮族の師公教の男巫のこと。壮語で「篩［θai1］」と言い、意味は聡明、先覚である。師
公教は広西壮族自治区の西部に古くからある独自の民族宗教・麽教のことで、麼教または魔
教ともいう。経典の「布洛陀経詩」は、最初口伝によるものだったが、明清以後壮族の俗字・
方塊字での記録が始まり、唱本が数多く出され広く民間に流布した。現在は『壮族麽経布洛
陀影印訳注』が有名である。この宗教は比較的整った経文、唱本、そして教義があり、師館
を設けて弟子にそれらを伝授する。入教者は必ず師を拝み、入門の礼を行って受戒する。勉
強として経文（唱本）を暗唱、舞の技法を練習し、呪術、雑伎などの専門技術などを覚える。
見習いを経て、三年でようやく独立できる。入教者はすべて「師公」と呼ばれる。およそ半
分農業、半分師公という兼業形態である。また師公には、二つの教派がある。茅山派の経文
は漢文であり、法事をする時は経文の暗誦が中心となる。「文師」と称す。梅山派の経文は、
その多くが古い土俗文字の唱本であり、壮語で唱える。法事は武術の演舞が主であり、「武師」
と称する。師公の役割（宗教的機能）は、主に庶民のために災いを祓う札を書いたり、邪気
を祓い、祭壇を設けて祈願することである。また亡霊を救うなどの法事を行う。師公は、定
型の法事の形式を持ち、決まった舞を舞う。神霊の仮面をかぶって唱える師公の唱本の内容
は豊富で、先祖の良い行いを宣伝したり、民族の歴史、生産知識、倫理道徳、生活風習、神
話伝説、民間故事などがある。その儀式は、歌・舞・技で三位一体となるが、これは壮族と
漢族文化の融合の産物である。また、近代に入ると、師公の宗教歌舞を更に発展させた「師
公劇」が成立し、地方の特色ある師公文化体系が出来上がる。師公が崇拝する神はたくさん
あり、一般的には36神、72の相（顔）と言われている。現在庶民に親しまれる師公劇は、師
公教の法事・雨乞い等の祭事で、師公が各種の儺面（36種の神様・72種の儺面・合わせて108
種の役あり）を被り、おのおのの音楽に合わせて、経文を唱えながら踊る劇である。主に広
西壮族自治区の貴県、樟木と龍山等の壮族居住地に現存する。
（42）
（114）
― 115 ―「那」文化圏論
注82、師公教は広西壮族自治区の西部に古くからある民族宗教・麽教のこと。麼教または魔教
ともいい、現地語では師公教と呼ぶ。経典には「布洛陀経詩」がある。麼教経典には「麼経
布洛陀詩」があり、これは壮族の聖書のようなもので、また壮族の古神話集でもある。詳細
は注81参照。
注83、氐羌（Diqiang）とは、中国古代少数民族氐族と羌族を合わせた呼称である。居住地は今
日の西北地域にある。『詩経』「商頌」〈殷武〉には「自彼氐羌、莫敢不来享、莫敢不来王」とする。
注84、華夏は元々中原地区をさす。後には全国のすべての国土をいう。夏は大の意味がある。
出典は『尚書』巻11「周書」〈武成〉「華夏蕃貊、罔不率俾」である。（明治書院、新釈漢文大系、
加藤常賢著。1987年９月）
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